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かわL、ぃ妹さんのためでも、

余裕がないt、二つ返事じまいきません。
. こんな時、総合口座の定期頒金仁お預けがあれif、

いつでも定期預金の90%最高100万円ま引定期を担保6こ)1詰りられますL

たとえば50万円な仏 90%の45万円まで借りられま℃

妹さんの鼠いも聞いてあげられて二兄貴の権威もi果たれます二

イザという時、三菱総合口座の定期漬金。

期間は1年(年利6.75~ó)と2年(料J7.00~o，がありま℃

この際、ご自分のためにも定期預金をふやしておきませんか3

・ただ今、普通預金の利息を通帳に

ごぷ人しておりますLおういでの析に血中ムを窓口にとーうそe
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審の防犯遺書~~:ln匁ψト
春

懸視庁防犯総務課

昭和52年 2月10日

東京芝浦電気株式会社

東芝再軍事株式会社佐蓮華軍~!-

春の防犯運動の手引き
xxxxxxxxxxxx 
嘗視l宇防犯総務謀

例年、容先から5月乙るにかけて、あき巣などの侵入ドロポ
クが多くなってきます。

昨年、都内で発生したあさ栄被，t;，立 30、!)0 6 (牛で、 ζれ

は、毎回1邸内のどζかで84件もの被害7併発生している乙とに
なDまず。との被容の侵入方法などを見ますと、相変らず、仮
設:tJ、、、ζわし、といった?ロで、玄関の防犯設備の弱いとニ

ろをねらって侵入しているものや戸締り忘れなど、無精句、、を

ねらって侵入しているものが多くえにっています。

ζれらは、戸締幻設備の改選とちょっと留守にするときでも

必ず戸締bをする習慣を身につけるととによって、多くのあき

栄被g;を防止できるということを示しています。

そこで箆復庁では、彼密の多〈なる乙の時期をと t与え、3月
1白から10日間、都内ーせいに f容の防犯運動Jを実施する乙
ょにDました。
今回の運動では、都民のみなさんが帰に不安を抱送、日常主

活で蝦も身近な犯罪といえる、あきてす、と、オンイス街におけ

る 、ピル荒し、若~~点に 、 防犯協会など各種団体の協力を得て

ロγZパトロ}ルなどによる戸じまり点検を行うほか、ポスタ
ー、 l.J-フレット{防犯迎絡所だよ t) 、ステッカ}などの広

報資糾によって、正 しい戸締りやカギかげの励行を促し、都民

のみなさんの防犯関心や防犯迷帯怠識を高めていただ乙うとい

うものですが、とくに、平楽家庭にあって留守をあずかり、防

犯活動の担い手となっておbれる家庭の主婦の方々のと協力を

お願いいたします。

都民のみなさんも、次の乙とにC留意いただJ、e聖書にかか
ないようにしてください。

ロ戸締りはこのように

0玄関などの出入口には、シジンター式箱錠など佳胞のよ
い錠前を正し〈取り付げる。

0円筒.~や棒カギなど、 玄関のドアに不向さな錠前を付け

ているととるでは、早めに性両面のよい菌室町iに取り答えるか、

乙じ開けを防ぐためのガー ドプレ}トを取り付けて、ドアの

スキ聞をふさいでお〈 ω

0ふだん開けたでする錠部jの;迂か:ご、さらにもう一つの株
耽錠を取り付け、ワンドア ・ツ}ロ γ クの備えにする 3 補助

錠ぽドロボクが開けようとしたとき、米自然な盗勢になるよ

うど、ドアの上部(額のf衡さ)か下部(ひざのi葛さ)に取D

付げるのがコツ。

qドアやサイドにカフスかはめ込んであると、力'三子スを破
られて錠を開けられる乙とがあるので、事昌子などで存者強して
お〈 ζ と。

。懲，;!:、ファスナーロ ・ソクなどの補助錠(アルミサ・ソシ戸

の場合)、 ペン!J-続、家庭縦などの締!J金具(木製戸の場

合}によるツ}ロ'1ク方式で補強してお〈。

0戸繍b用あるいはガラスショ ック式の防犯ベルを設備づー
る。

口留守にするときの用心は

。ちょっと留守にすると会でも、必ず戸桶Uをする習慣を

つける@

0外出するときは、隣近所、営理人などに留守中の用心を
お鎖いする。

0留守中の用.L.'、を頑まれたときは、決よく 51ぷコけ、とさ
おD見回るなどの心遣いをする。

0見なれぬ人が訪れてきたときは、憶せずひと戸かけて用
停をE確かめる臼怪しす、と思ったときは、ためらわず 110番で
通報するω

。普段から隣近所でぶーし合い、相互連絡周防犯ペルを設備

するなど、いざというときのための防犯体制を墜えておく.

G重巻494号〕第工59号

付近に電波をとばすワイヤレスマイクよ

ミキシンクマイクとして
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-インスタントコーヒーをホットでおいしく飲む!とは

・1杯分(市r!J140∞)Iこ対して茶さじ軽く山盛1柘

(約2.2g)のインスタントコーヒーを入れる.

-2-3分溌とうさせだお湯を注ぐ。

・砂絡を入れてかき混ぜ、それからミ凡刀を入れる。

・使用するカップやスブーシに変{じをも疋せたり

ムードづくりも大切。

・1杯当りの平均お値段は僅か20円前後。

・1杯当りのカフェイン含育量平均は煎茶1杯と同程度。

-イシスタントコーヒー誕生のきっかけをつくった

のは日本人化学者・加藤サjレト1)博主(1899年・

アメリカにて)であるといわれる。

・インスタントコーヒーは、飲める状態のコーヒー

から水分を除去し定ものにほかならない。

・水分を除去する方法l志、スプレードライ法(奇襲発

作用!こよる噴霧乾燥法)とフリーズドライ法(昇華

搾用!とよる凍結乾燥法)ガある。

・保寄主、湿気ガ大敵。キャνブをしっか札ぬること.

解哲~~句時鍔ぞち吻r
そ -'

務w.m:燃問機

、

検問的~暗幣

r"明型~1"物明君j

ルづくり日曜日はノ
4 

戸時旬開閉ザ

日清製粉は皆様の貴』量な声を製品にいかしてゆ〈ためi二
r消費者サ」ピスセンター(f!03-660-3128)JをaりていますL

目請製粉

健康で豊かな生活を・同

いつ らの 日曜日よ り、ちょ.っと早起き してパンづ〈りなんでいか

カ吃'すか。た のしいですよ。台の上に生 地を叩きつけるのは、パパの

仕 事。約150回、 10-15分も叩きつけれはちょとした運動にもなり、
できあがったバンもいっそうおいしいとふうもの。叩きつけたパン

生 地 は、約1時間、 30.C位 の暖かいところで醗酵させてから、レよいよ

形づ〈 り。バパはダイナミックに、ママはカツコよしそして、お i二

さんは可愛らしし あ とはオープンて仕上げます二待ちどおしい焼き

あがり。わが家でつくった、焼きたτのパンのおいしさは格別です。
.'~t1.にとても経済的ですミ
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